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照
射
牛
生
レ
バ
ー
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

厚
生
労
働
省
は
二
〇
一
二
年
七
月
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
い
て
、
牛
の
生
レ
バ
ー
を
安
全
に
食
べ
る
方
法
が
な
い
と
し
て
販

売
・
提
供
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
研
究
な
ど
が
進
み
、
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
、
こ
の
規
制
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
と
し
た
。 

 

厚
労
省
の
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
で
「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
五
年
～
二
十
七
年

度
）
」
と
、
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
八
年
～
三
十
年
度
）
」
（
以

後
六
カ
年
の
研
究
と
い
う
）
が
行
わ
れ
、
こ
の
六
カ
年
の
研
究
で
「
放
射
線
照
射
」
に
よ
る
殺
菌
に
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
に
諮
り
、
食
品
安
全
委
員
会
に
諮
問
す
る
予
定
と
い
う
。 

 

現
在
、
食
品
衛
生
法
第
十
一
条
で
食
品
へ
の
放
射
線
照
射
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
細
菌
性
食
中
毒
予
防
と
し
て
放

射
線
を
照
射
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
照
射
に
よ
る
他
の
危
険
を
消
費
者
は
受
け
る
事
に
な
る
。
ま
た
、
照
射
牛
レ
バ
ー

の
解
禁
で
照
射
食
品
が
急
激
に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
六
カ
年
の
研
究
報
告
書
に
は
記
述
の
間
違
い
等
が
あ
り
、
こ

の
ま
ま
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
に
諮
ら
れ
、
食
品
安
全
委
員
会
に
諮
問
さ
れ
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
の
で
以
下
質
問

す
る
。 
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一 

「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
五
年
～
二
十
七
年
度
）
」
と
、
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ

ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
八
年
～
三
十
年
度
）
」
が
厚
労
省
に
提
出
さ
れ
た
。
厚
労
省
は
牛
生
レ

バ
ー
へ
の
放
射
線
照
射
を
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
で
審
議
す
る
日
程
を
決
め
て
い
る
の
か
。
決
ま
っ
て
い
る
な
ら
そ
の
日

時
を
記
さ
れ
た
い
。 

二 

二
〇
一
〇
年
五
月
十
八
日
、
厚
労
省
は
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
食
品
規
格
部
会
を
開
催
し
、
照
射
ス
パ
イ
ス
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
さ
ら
に
審
議
デ
ー
タ
の
収
集
が
必
要
と
し
て
、
資
料
の
収
集
を
行
う
よ
う
原
子
力
委
員

会
、
全
日
本
ス
パ
イ
ス
協
会
な
ど
関
係
者
に
要
請
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
時
「
照
射
食
品
中
の
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ
ブ
タ
ノ
ン
類
の
生
成
量
及
び
そ
の
推
定
暴
露
量
、
ま
た
、
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ

ブ
タ
ノ
ン
類
の
毒
性
（
特
に
、
遺
伝
毒
性
、
発
が
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
作
用
）
」
を
求
め
て
い
る
。
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ
ブ
タ

ノ
ン
類
に
つ
い
て
要
請
に
応
え
る
研
究
デ
ー
タ
が
今
回
の
六
カ
年
研
究
の
報
告
書
や
、
要
請
さ
れ
た
関
係
者
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

三 

「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
」
に
、
「
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ
ブ
タ
ノ
ン
類
」
は
照
射
線
量
が
増
え
る
と
生
成

量
が
増
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
、
パ
ス
ツ
ー
ル
大
学
の
Ｆ
・
ラ
ウ
ル
ら
に
よ
っ
て
、
発
ガ
ン
促
進
物
質
と
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し
て
働
く
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ
ブ
タ
ノ
ン
類
の
一
日
摂
取
許
容
量
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
。
厚
労
省
は
そ
の
一
日
摂
取
許
容
量
の
根
拠
と
な
る
科
学
的
な
報
告
を
持
っ
て
い
る
か
。
持
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
の
報
告

の
出
典
を
記
さ
れ
た
い
。 

四 

薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
牛
レ
バ
ー
の
「
殺
菌
法
」
を
審
議
す
る
予
定
か
。
そ
れ
と
も
「
放
射
線

照
射
牛
レ
バ
ー
」
の
細
菌
性
中
毒
以
外
の
安
全
性
に
関
し
て
審
議
す
る
予
定
か
。 

五 

六
カ
年
研
究
に
は
誘
導
放
射
能
の
研
究
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
照
射
牛
レ
バ
ー
の
誘
導
放
射
能
に
つ
い
て
は
薬
事
・
食
品

衛
生
審
議
会
で
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

六 

六
カ
年
の
研
究
で
照
射
牛
レ
バ
ー
は
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
の
増
加
と
線
量
を
調
べ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
に
つ
い
て

も
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
で
審
議
す
る
予
定
か
。 

七 

照
射
牛
レ
バ
ー
で
は
細
菌
が
減
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
キ
ロ
グ
レ
イ
（
以
下
Ｋ
Ｇ
Ｙ
と
い
う
）
の
照
射
で
牛
レ
バ

ー
に
生
成
さ
れ
る
ア
ル
キ
ル
シ
ク
ロ
ブ
タ
ノ
ン
類
や
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
、
ま
だ
同
定
さ
れ
て
い
な
い
未
知
の
成
分
な
ど
に
つ

い
て
は
十
分
な
デ
ー
タ
が
な
い
。
厚
労
省
は
細
菌
性
食
中
毒
以
外
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
慢
性
毒
性
、
発
が
ん
実
験
、
催
奇

形
性
実
験
、
遺
伝
毒
性
な
ど
の
実
験
デ
ー
タ
も
準
備
し
た
上
で
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
で
審
議
す
る
の
か
。 
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八 

放
射
線
を
照
射
す
る
と
特
有
な
照
射
臭
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
六
カ
年
の
研
究
報
告
書
に
も
照
射
臭
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、
照
射
牛
レ
バ
ー
刺
し
は
生
食
に
耐
え
う
る
か
ど
う
か
は
判
断
が
な
い
。
照
射
臭
に
つ
い
て
薬
事
・
食
品
衛
生
審

議
会
で
審
議
す
る
予
定
か
。 

九 

一
九
八
〇
年
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
と
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
の

合
同
専
門
家
委
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
で
「
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
ま
で
の
照
射
は
安
全
と
す
る
」
と
い
う
結
論
を
安
全
の
根
拠
に
し
て
、

牛
レ
バ
ー
へ
の
照
射
線
量
を
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
以
下
に
す
る
よ
う
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
専
門
家
委
員
会
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

に
は
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
根
拠
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
以
下
で
も
卵
巣
重
量
や
体
重
の

減
少
、
死
亡
率
の
低
下
、
奇
形
な
ど
重
大
な
実
験
結
果
が
「
放
射
線
照
射
に
よ
る
馬
鈴
薯
の
発
芽
防
止
に
関
す
る
研
究
成
果

報
告
書
（
昭
和
四
十
六
年
）
」
お
よ
び
「
放
射
線
照
射
に
よ
る
玉
ね
ぎ
の
発
芽
防
止
に
関
す
る
研
究
成
果
報
告
書
（
昭
和
五

十
五
年
）
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
照
射
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
事
件
裁
判
で
も
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
を
安
全
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る

と
し
て
い
る
。 

 
 

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
の
合
同
専
門
家
委

員
会
の
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
表
紙
に
「
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
国
際
的
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
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り
、
必
ず
し
も
国
連
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
決
定
又
は
政
策
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
」
と
断
り
が
入
っ
て
い

る
。
食
品
衛
生
法
第
十
一
条
の
放
射
線
照
射
禁
止
が
国
内
法
と
し
て
優
位
で
あ
る
と
考
え
る
が
厚
労
省
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。 

十 

平
成
二
十
八
年
度
の
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
」
で
中
心
部
の
線
量
が
九
・

七
一
Ｋ
Ｇ
Ｙ
か
ら
一
〇
・
一
Ｋ
Ｇ
Ｙ
照
射
で
十
検
体
中
七
検
体
（
七
十
％
）
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
接
種

し
た
牛
生
レ
バ
ー
の
大
き
さ
は
二
十
五
グ
ラ
ム
で
厚
さ
十
四
ミ
リ
の
切
り
身
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
成
三
十
年
度
の
報
告
で

は
、
牛
レ
バ
ー
を
二
十
ｃ
ｍ×

二
十
五
ｃ
ｍ×

五
ｃ
ｍ
（
一
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
実
用
的
な
大
き
さ
に
変
更
し
て
い

る
が
、
七
十
二
倍
も
大
き
い
レ
バ
ー
塊
で
放
射
線
の
透
過
率
が
違
う
が
、
大
腸
菌
Ｏ
一
五
七
と
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
接
種
実
験

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
実
用
化
さ
れ
る
形
状
で
の
牛
レ
バ
ー
の
大
き
さ
に
し
な
が
ら
、
中
心
部
の
線
量
の
み
を
測
っ
た
だ
け

で
、
「
八
・
二
Ｋ
Ｇ
Ｙ
か
ら
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
の
範
囲
以
内
で
照
射
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
」
と
線
量
を
推
定
し
結
論
と

し
て
い
る
。
殺
菌
の
根
拠
デ
ー
タ
と
な
る
実
験
を
し
て
い
な
い
。
国
は
こ
の
よ
う
な
「
可
能
性
」
と
い
う
こ
と
を
結
論
と
す

る
た
め
に
六
カ
年
の
研
究
に
研
究
費
を
出
し
た
の
か
。 

十
一 

「
畜
産
食
品
の
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
五
年
～
二
十
七
年
度
）
」
と
、
「
畜
産
食
品
の
生
物
学
的
ハ
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ザ
ー
ド
と
そ
の
低
減
手
法
に
関
す
る
研
究
（
平
成
二
十
八
年
～
三
十
年
度
）
」
の
研
究
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
か
。 

十
二 
六
カ
年
の
報
告
書
の
牛
生
レ
バ
ー
の
照
射
サ
ン
プ
ル
で
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
く
、
ま
た
、
実
測
値
が
記
述
さ
れ
て
い

な
い
た
め
他
者
が
再
分
析
で
き
な
い
。
実
際
の
実
験
で
は
一
〇
Ｋ
Ｇ
Ｙ
で
も
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
生
存
し
た
と
報
告
し
て
い

る
。
食
中
毒
防
止
の
た
め
細
菌
の
生
存
数
の
確
定
は
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
信
頼
区
間
か
ら
予
測
す
る
と
い
う
統
計
の
用

法
を
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
の
統
計
解
析
部
分
を
統
計
専
門
家
に
検
討
さ
せ
る
用
意
が
あ
る
か
。 

十
三 

こ
の
六
カ
年
間
の
報
告
書
は
、
照
射
直
後
の
牛
レ
バ
ー
は
励
起
状
態
と
な
り
、
少
し
安
定
す
る
ま
で
数
カ
月
を
要
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
照
射
直
後
の
生
レ
バ
ー
を
構
成
す
る
成
分
の
変
化
、
特
に
酸
化
物
、
過
酸
化
物
、
活
性
酸
素
、
誘
導

放
射
能
な
ど
に
つ
い
て
国
は
研
究
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

十
四 

食
品
衛
生
法
に
基
づ
い
て
、
牛
や
豚
の
生
レ
バ
ー
の
販
売
・
提
供
を
禁
止
し
た
が
、
そ
の
後
、
禁
止
の
解
除
を
要
望
す

る
申
し
入
れ
が
多
く
あ
る
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
団
体
、
個
人
か
ら
何
件
の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る
か
具
体
的
に
回
答
さ

れ
た
い
。 

十
五 

仮
に
解
禁
さ
れ
た
照
射
牛
レ
バ
ー
か
ら
二
次
汚
染
で
な
い
、
レ
バ
ー
由
来
の
菌
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
生
食
を
し
て
も

よ
い
と
す
る
の
か
。
そ
の
生
食
に
よ
っ
て
食
中
毒
事
故
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
安
全
と
し
て
解
禁
し
た
国
が
負
う
こ
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と
に
な
る
の
か
。 

十
六 
六
カ
年
の
研
究
の
各
年
度
の
研
究
費
を
記
さ
れ
た
い
。 

十
七 

研
究
が
三
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
三
年
間
の
延
長
と
な
っ
た
の
か
そ
の
理

由
を
記
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


